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序 cm〕を介在する。

この報告では宅地造成のため作られた新しい露頭を (2) Hb層 （層厚約5m〕

記載する。この新露頭は京浜急行・三崎口駅の北北東 小円磯（最大粒径 1cm〕と貝化石が密集し， それら

およそ750mlこ位置する（図1）。ここでは三浦層群の の間｜療に岩片や結晶片の混じる中粒砂が充填してい

初声層に更新世の富田層が傾斜不盤合で重なるのが観 る。全体的に緑灰色～暗緑灰色を呈す。小円燃と貝化

祭される。初声庖は粗粒砂岩中にj享さおよそ4.Smの 石の含まれる割合が層準によって異なり， 下位より際

合貝化石傑岩をはさむ。この様岩は岩片および鉱物粒 の多い層 （層厚50crn），化石の多い層（層厚50C皿），磯

子のほとんどが火山噴出物起源であるとLづ特異な特 の多い層（屑厚4o:rn〕，化石の多い層 （層厚290c皿〕，

徴を持つ。この報告ではこの露頭における初戸層およ 化石の特に密集している層 （周厚2ocrn）の五つの層に

び宮田層を詳しく記載し，またその堆積環境や時代に 細分できる。際は非常に良く円磨され，その岩質はほ

ついても触れる。 とんどが火山岩である （詳しくは後述する〕。他方，

I 露頭の記載 産出する貝化石の大部分は Glycymerisrotundaであ

露頭は大規模な宅地造成のため，尾根が北東一南西 り，これらは層理面にほぼ平行にならんでみえ，両殻

方向に切り取られ出現したのり面で，幅約35m，高さ のそろったものは少なく，他生的産状を示す（図3ー

約smである。露頭中央部には比較的平坦な不整合商 2）。Gかcymerisrotundaの他には， 単体サンゴの

が認められ，それを境に下部には傾斜した初戸層があ Flabellum sp.，プジツボ類の Megabalanusrosaが目

らわれ，上部には宮困層がほぼ水平に重なる（図2）。 立ち，少量の保存の悪い員化石を含む（表1-2）。

1. 初戸層 H CJ習厚約16m)

露頭での初声庖は，岩相により三層に細分できるo

本報告では下位よりそれぞれ Ha,Hb, Heとする。

この露頭てやの初声j習の走向は北50°束で，30°の角度で

北西に傾斜している。なお，この付近に分布する初声

層は， 三梨 ・矢崎（1968〕によると初声層中部層準に

あたるが，初声腐の露出が断片的に見られるだけなの

で，はっきりしたことがつかめなL、。

(1) Ha 層 （屑厚約sm〕

グラニューノレ大の円礁を含む乳黄色～黄褐色凝灰質

粗粒砂岩からなり， Chlainysmiurensis, Gかcymeris

rotundaなどの貝化石が稀に含まれる。小型のサメの

歯 Chalcarinussp. ？も産出した。全般に層湖面は不

明瞭であるが， トラフ型およびディアゴナノレ型の奈｜交

紫理の発達が良＼'o上部には軽石質凝灰岩層〔層j享15
図1 露政位置図（x) （匡l土地理院発行1/25,000

地形図 「浦賀」を使用した〕
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(3) He／冨 （層厚3m以上〉

主に黄褐色の凝灰質砂岩からなり，斜交葉理の発達

した軽石質砂荘iやスコリア質砂岩のf!,1属を数枚はさ

む。

E
q
 

2. 宮困層 M （層厚約4m〕

l'M兵で見られる宮困層は貝化石を含む粗粒砂～シノレ

卜質中粒i沙からなる。本j需は蟹江 ・大越 （1981）の宮

田層の上宮田凝灰質砂岩部層に相当する。 ここでは宮

困層は 収島”状に突出した初戸周lこアパットして恥積

している。不整合面にはグラニューノレ～ペフソレ大の后

平な良く円磨された基底1擦が点在する。 j深層は20～30

cmの厚さで， 1際質は粘板岩，チャート，f際岩，砂岩な

どからなり，丹沢山地を構成する岩石は礁としてほと

んど見出されない。 初声~1由来と考えられる砂岩僚に

はカモメ貝の穿孔が見られた。この｛深層には貝化石の

破片が見られるが，一般に保存が慈し 、。この露頭では

初声j雷直上の宮田層は， JI%~頁右端近くの初声層の侵食

された凹みに泥の±fl~積をみる他は， j傑を含む粗粒ない

し中粒砂からなる。そのような比絞的粗いlit積物はこ

のような ”島”状の初声腐の直上もしくはごく近接し

た地域に限られる。 このE店員から南に約50mのJi!:で

は，ナンノ化石を豊富に含む泥質細粒fr'.!.、に変わる。こ

のような岩相の違L、はここで示されるような宮田尼崎

積時の〔海底〉地形と深く｜苅っていたと思われる。こ

の露頭での宮困層は，初声層にアノ〈ッ卜 している部分

および露頭の上方にあるテフラ屑（MT〕によって層

閣が確認される程度で，全体的に塊状である。それは

古生物によるじ よう〔援〉乱（バイオターベーシ ョン〉

作用によるもので，生こん（痕）が多数見られる。 MT

屑（岩石学的特徴は後に記す〕はおよそ10ご皿の厚さで，

紫灰色の細粒軽石質テフラで，少量のスコリア粒を合

む。今までに公表された論文では，宮困層に何枚か

の鍵層としてのテフラ層が介在するとLづ記載はある

が，いずれも卜分な記載はなく MT｝習が，それらのテ

フラ層のどれと同ーのものか決定できない。テフラ層

による対比が屑序解明の」ーで重要であることを考える

同，このようなテフラ層の詳細な記載の必要性を痛感

N
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表1~2
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表2 I 

阻足細

血 ntalfom (An日以s)septenOrionale 

二牧貝類

Acila (Truncacila) rnsignis 
Limnps'5 (Nippcnol,mopsis) mmana 
L'mnpsis (Crenul,li=psis) cren"'a 
Glycヲmens (G ) vestita 
Pseodoqrammatodo＇コdallioblょquatυs
Arca bqcordi m;yatens斗S
Striarca sn 
Modrnlus (M.) mndiolus difficil;s 
Monia umtcnata 
Lima zushiens.is 
Pecten (Notovola) albicans albぇcans
Pecten (MHuhopecten) to.人yoensis
Aequipecten (Cryptopecten) ve5'culos"5 
Venericardia (Meqacardエto) ferrugょnosa 
Chlam1s farreri farreri 
Nemocardrnm (Keenae) samarangae 
Clinocardrnm sp 

Lucinoma…ricum 
Dosinorb;s sp 
Sandornus purpurata 
Mercenaria stimpsoni 
JJiatella orユenとalis 
11.nisocorbula veni.ista 

胆足謂

Calliostoma sp r 
Tegula (Chlorostoma) pfedfer』 r
Homalopom.; amussitatum c 
Lmella sp r 
Turntella (Neohaustator) nipponica miyata c 
Syphapatell walshi r 
Tectonatょcajanthostomo,des r 
Cabestrnamorpha tubulata k'iens;s r 
Tanna lutecstom.; r 
Siphcnalょafusoides c 
Fulgorana sp r 
Hitrella (M.) bic,ncta r o 
Zeuxis sq,,njoreu.＜ι宍 a
Paradrillia c。nsimil;s r 
P1runculus phiatus r 

フジツポ問

Megabalanus roso 
Balanus LOstratus 
Semibalan"s car.ょOSI.ls

脂足頭

師担骨針
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表1-1
C'b'c'Oes lob"tulu' 
Glabrotella subnpercul.ris 
Hanww;ua cf nipponica 
Amphistegrna epp 
Cassidulょn• pac'f'c' 
Ehrenbergin• poc,f• c• 
Astzononion umbilicatulum 
Hete.r也lepasp 

表I 3 

Hh屈の下 3,

Globorotalia m,;nardii 
Globorotalia plesiotumょda
Sphaero> dinellop.＜斗s seminulina 
Glohigerinoides obliques 
Globiger孟noides tril ob•'S 

Jib同町下 6'

Or加 li旧 universa 
Globigerinnides trilobus 
Globigenna wocdi 
Sph~eroidinellopsょs seminulヱna

表2 2 

Calcidiscus leptoporus 
Cocoolょthuspelagw>< 
Crenali thus dr.roni c。ides
C prodocte11"5 
Crioospheere quedrilaminata 
Emiliania annula 
(oPseudcemiliaoia lacunosa) 
Gcp 'yrocapso cocibbeanュca
G ericsoniえ
G oceanica 
G protohuxleyi 
/ieloccsphoera corteri 
II hyalina 
SphenolHhus abies企
s moriformis* 
Umb,l;cosphaera sitcgas va:r foliosa 

a
a
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v
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r
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r
r
 

する。宮田層はここでは軟体動物に富み， 他に腕足

類，フジツボ類，海納骨針などの大型の化石を含み，

それらは主に沖合性のものからなる（表2-1〕。

3. その｛世

露頭で見られた断層 〔図2の①～⑥に相当〕の特徴

を下に示す。

①N50°E, 80°NW落ち ②N50°W, 70° S W落ち

③N54°W, 70。SW落ち ①N58°W, 84° S W落ち

⑤N68°W, 84° S W落ち ①N82。w,80° s W落ち
①を除き， ①～①は同一傾向を示す。

この露頭の南側を走る南下浦断層はN55°W,62°～ 

64。NE落ち （松島，1976）で，これと比較すると⑦～

①の断層は走向はほぼ同じあるが，傾斜は逆向きとな

ってし、る。

lI. 初声層の際岩の岩石学的記載

Hb層の際岩の薄片2枚でモード分析を試みた（表

3）。火山岩 （酸性，中性，塩基性〉の区分は顕微鏡下

の判定なので必ずしも厳密ではない。この磯岩は次の

ような特徴をもっ。

(1）化石が多い（図 3-B,C,D）。（2）基質は方解石，

シリカ鉱物および微粒の黄鉄鉱からなる。（3）岩片は良

く円磨され，分級度は必ずしも良くなL、。（4）岩片は火

山岩が圧倒的に多く，それらは比較的新鮮なものから

変質したものまで様々である。火山岩は酸性から中性

のもの〔区13Bには流紋岩，デーサイ ト， 安山岩が見

られる〕と塩基性のもの（図3cには玄武岩，粗粒玄
武岩が見られる〉とがほぼ半ノマlこ近＇ 'o (0）鉱物粒とし

ては石英， カリ長石，角閃石は非常に少なく， 斜長

石，紫蘇輝石，普通輝石が多く（図3A〕，少量の磁鉄

鉱も存在する。輝石〔紫蘇輝石 ・普通輝石〉，斜長石は

しばしば新鮮な褐色のガラスを包有し〔図3A, E〕，

新しい火山噴出物起源であることを示唆する。また輝

石， 斜長石は不定形のものが多く， しばしばギザギザ

(ragged）に方解石で置換えられている。 時には自形

を示すものもある（図3-F〕。（6）超塩基性岩起源の蛇紋

表l 初声層の化石．表11. Ha層 〔Hb層の下 3m〕

の底生有孔虫類，表1-2. 貝類などの化石（va非

常に多い， c普通， r少なしつ， 表1-3.Ha層 〔Hb

層の下 3mおよび6m）の浮遊性有孔虫類．

表2 宮回層の化石．表21. 貝類などの化石， I. 産

出頻度（va非常に多い， a多い， c普通，r少なLウ

II.基底部から産するもの（0),III. 基底部以外

から産するもの（＋〕，表2-2.ナンノ化石（つ第三

紀中新世ーからのリワーク．



表3 初声層傑岩〔Hb）~） のモード分析』結果．

（つ 2枚の薄片による。

基

貝

30 % 

8.8 

l''' 2'' 

35 % 

6.3 

火山岩（酸性～中性〉

火山岩（塩基性）
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I 101 勿 I101 勿d』

lコ

岩片， クロムスピネノレ粒子はほとんど見出されない

( 1粒子の蛇紋岩片？あり〉。

以上まとめると，岩片，鉱物粒子のほとんどが， 主

として安山岩質から玄武岩質の火山噴出物起源てやあ

り， 超境基性岩石および花前i岩などの深成岩起源のも

のはほとんど存在しない。また変成岩および地積岩の

岩片も非常に少ない。この特徴的な合化石隊岩は従来

知られた初声層の特徴とはかなり異る。この火山噴出

物の起源やiii:積の場を知るためには，初声層の詳細な

調査を必要とする。

］］［.堆積環境

底生有孔虫類から見た初芦層Haj膏

初声j冨Hbl雷下3m〔図2〕のHa層の貝殻質砂岩よ

り採集した底生有子L虫類（君主1-1）を調べた。

Cibicides, Glabratellaおよび大型有孔虫の AinρIn-

steginaは潮下帯から 20～30m程度の深さの岩礁地帯jニ

の海徐に着生している。またHanzawaia,Cassidulina 

およびAstrononionは数十m程度の深さの岩礁からさ

ほど遠くない合泥率の低い貝殻質砂または粗粒砂の表

面の燦 ・貝殻などに着生している。したがってこの底

生有孔虫類は前者のより浅い“岩礁”性の有孔虫類が

後者の有孔虫類の生息する場へ流れ込んだ混合群集と

考えられる。この推定された生息環境の地積相はこの

化石有孔虫類を含む岩相と良く一致する。この群集は

現在の海では伊豆七島のような火山島の問の浅海の貝

殻質砂に見られるそれと共通し， 化石群集では伊豆下
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回の白浜層のそれとも共通する。

員化石等から見た初声層Hb層

Hb店jの際岩中に合まれる大型の貝化石類を表1-2

に示す。数量的lこ多いものは， 前述のように二枚貝の

Gかcymerisrotunda，単体サンゴの Flabellumsp.お

よびフジツポの Megabalanus rosaである。これらは

数 卜mから陸棚縁辺またはさ らに深くまで分布する

生息深度をもっ。しかし Chlainys,Venus, Suchiuin, 

Cypraeaは湾l下帯からせいぜい20～30m程度の深さに

生息する。 フジツボや Chiamysは岩礁からの流れ込

みと考えられる。Gかcyinerisは少数の両殻そろった個

体をみるが， 大部分は阿佐殻していて層叫に平行に配列

する他生的産状を示す。また Gかcymeris1ま砂泥底に

生息し，それは Hb層のような際岩でない。このよう

にHb庖の正確な環境解析はできないが，沖合性の数

十m～百数十m程度の深さで，上部浅海，または岩礁

から貝類の流れ込む環境を推定した。

員化石から見た宮田層の堆積環境

主要な化石である貝化石は不整合面直上付近と，そ

れより上の層準ではその極構成に途L、がある。前者

〔表2-1のII欄〉は主に潮間帯から20～30m程度の深さ

の岩礁に生息する ものからなり，殻が壊れていたり，

磨滅しているものが多い。 これに対して後者（表21 

の III欄〕は主に20～30m程度の深さから100～120m

程度の深さの砂または砂泥底に生息するものからな

り，保存は良L、。二枚貝類では Modiolus数個体が集ま

って 1朱”を作っている（自生）のが観察された。さ

らにLimo戸sis数の2程， Peetenの2種， Nemocardium 

およびLucinamaが合弁で見つかるものが多い。以上

の点からこの宮田庖は基底部付近では深さにして20～

30mまでの岩礁に近按した砂底の環境を，そしてそれ

より上位の層準では深さ数卜m前後の深さの砂，また

は砂泥底の環境を示す。

N.時代

浮遊性有孔虫による初声層の時代

浮遊性有孔虫試料は初声屑 Hb屈の下 3m （底生有

孔虫試料に同じ〉および6mのHa層より採集した

（図2〕。それらは表1-3に示す種構成で特徴づけられ

る。

3m下の屈準の極机成は Oo.＼〔1977）による坪jj産性

有孔虫の生層序ではG!oborotaliatumidaρlesiotumida 

帯のそれに対応し，その時代は BLOW(1969）のNl7,

すなわち後期中新1且を示す。

Hb層下 6mのHa周の浮遊性有孔虫類に関しては，
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図3 1 露頭写真， 2 初声層含化石磯岩（Hb層〕 中の貝化石の産状， A-F 2の含化石際岩の顕微鏡写真（クロス ・ニコノレ），

pl 斜長石， hyp紫蘇輝石， aug普通輝石， mt 磁鉄鉱， 写真の長辺の長さ ：A D, F 0. 69mm, E 0. 28mm. 
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これだけの試料では確実な時代の決定はできなL、。

ナンノ化石による宮困層の時代

この露頭の南約50mlこ位置する富田層の小露頭中の

厚さ15Cillの， テフラ層直下からナンノ化石用の泥質細

粒l沙を採集した。このテフラ層はMT層の下約5mの

層準にあり，前者の層準付近のi利積物の方が後者のそ

れよりも細粒である。含まれる貝化石の種類組成はほ

ぼ共通する。この泥質細粒砂には保存良好なナンノ化

石が豊富に含まれている。その種名リストを表22に

示す。これらのナンノ化石のSphenolithus2種は第三

紀中新也ーからのリワークと考える。

GephyrocaJうsaoceanica, G. 1りrotohuxleyi,Emilianza 

annula （これは Pseudoeinilianialacunosaと同じ〉，

が共存すること，およびCalcz・discusmaαntyre, Heli 
cosphaera sellii, Emiliania huxleyiが共存しないこと

が年代の決め手となる。この化石相！;l:GAR'l'NER(l977)

の分柑ーで smallGiphyrocaρsa苛かあるL、は Pseudoe

1niliania lacunosa¥¥11'に相当すると恩われる。したがっ

て，この宮田層のl時代は更新｜並の 122万年前から44万

年前の間と考えられる。

テフラ層による宮困層の時代

MT層は次の特徴を持つ。重鉱物組成 ：糾ブ'Jffifi石

(Opx) ＞単斜輝石〔Cpx）と鉄鉱物〔Mt），軽石グラス

の屈折率.1. 517～1. 519 （モー ド1.518), Opxの屈折

率Cr〕：1.712～1. 715，軽石の粒径 ：0.2～0.4cm，軽

石の色 ：紫灰色，軽石の発砲度 ：良好，斑品の量 ：普

通。このMT層に類似のテフラ層は下末吉層から地蔵

掌腐までの時代に7枚知られているが， 多摩Eテフラ

群（地蔵堂！晋相当層に対比〕に介在するTE-6に最も

良く類似する。 この露頭の北北西約500mに位置する

崖（大坪老人ホーム裏〉 に見られる宮困層中の3枚の

テフラ層の最上部の軽石層は次の特徴を持つ。重鉱物

組成 ：角川石（Ho)>Opx>Mt,1隆石グラスの屈折率

: 1. 508～1. 511, Opxの屈折率〔r): i. 706～1. 710, Ho 

(n2）の屈折率 ：1.671～1. 6760これは地蔵堂層下部の

泉谷火山灰層 (Iy)（杉原他， 1978）に類似する。これ

らのテフラ層はいずれも第一級の示標層とは言えな

いので，宮田層の一部が地）i；戒堂層と対比される可能性

をもつものの，なお今後検討の余地を残すと言える。

まとめ

初声層は浮遊性有孔虫から BLOWのNl7（後期i:j:i新

世〕を示す。初声層 Ha屈は底生有孔虫から数イm の

深さの岩服、に近接した海底に，Hb層は貝化石等から

数 ｜一m～百数十mの深さの岩礁に近接した海底にlfl：積
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したものと思われる。 Hb~J習の含貝化石際岩は火山噴

出物起源、の種々の岩石からなり，変成岩や堆積岩は少

ないとLづ 特徴をもっ。l擦の供給地やiii積様式は興味

深いが，その詳細は明らかでない。

宮田層はナンノ化石から GAR1'NERの smallGephy-

rocaρsa帯か Pseudoeiniliania帯に相当し，中期更新

世から若く見積っても44万年前を示す。テフラ層から

は地蔵堂層中部（40万年前）相当j習の可能性を もっ。両

者の附ー代資料は比較的良く一致する。宮田屑は不整合

直上では岩礁に近接した水深20～30mまでの深さで，

またそれ以上の層準では数十m前後の深さで抑積した

ものと考えられる。

この報告は次のような分担でまとめた。現地調査

〔山にl ， 松島，平田， ）lfc井， 1~＇J藤，村田〕， 大型化石

（松島，山仁l〕，浮遊性有子L虫（高柳，尾田〕，底生有

孔虫（北里〕，ナンノ化石（岡｜五〉，岩石〔荒井）， 火

山灰層序〔II汀田，新井〉，まとめ（山仁l，松ぬ〉。
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